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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　室内機に、吹出口から吹き出される空気の向きを上下に変更する風向変更羽根を設け、
　前記風向変更羽根は、空気調和機の運転時に開いた状態で、空気調和機停止時の前記風
向変更羽根が前記吹出口の少なくとも一部を覆った状態における前記風向変更羽根の前面
より前方に突出する幅広部と、空気調和機の運転時に開いた状態で、空気調和機停止時の
前記風向変更羽根が前記吹出口を少なくとも一部を覆った状態における前記風向変更羽根
の前面より内側に位置する幅狭部とを備え、
　前記幅広部の横幅は前記幅狭部の横幅より長く、前記幅広部の横幅を前記室内機の本体
の横幅に等しく設定したことを特徴とする空気調和機。
【請求項２】
　前記幅狭部に、駆動源に連結された駆動軸を備えたことを特徴とする請求項１に記載の
空気調和機。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、室内機に、吹出口から吹き出される空気の向きを変更する風向変更羽根を設
け、風向変更羽根を制御して空調運転を行う空気調和機に関し、特に吹出口から吹き出さ
れる空気の向きを上下に変更する上下風向変更羽根の形状に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　従来の空気調和機には、室内機の吹出口から吹き出される空気の向きを変更する風向変
更羽根が設けられており、風向変更羽根は、吹出口から吹き出される空気の向きを上下に
変更する上下風向変更羽根と、吹出口から吹き出される空気の向きを左右に変更する左右
風向変更羽根とで構成されている。
【０００３】
　上下風向変更羽根は、通常１枚の羽根で構成され、空気調和機の停止時には吹出口を上
下風向変更羽根で覆う一方、空気調和機の運転時には吹出口を開き、吹出口から吹き出さ
れる空気の向きを上下に変更している。
【０００４】
　また、１枚の上下風向変更羽根を３分割して、左側風向調整板と中央風向調整板と右側
風向調整板とで構成したものも提案されており、このものにあっては、左側風向調整板と
右側風向調整板で風向調整した風により中央の風を押さえ込むことにより、温風の到達距
離を長くし、部屋全体の温度分布を改善している（例えば、特許文献１参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平５－７９６９０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、１枚の羽根で構成された上下風向変更羽根に限らず、上下２枚の羽根で
構成された上下風向変更羽根も、その横幅（左右方向の幅）が吹き出し風路の幅に制約さ
れるため、上下風向及び左右風向の変更性能が十分得られないという問題がある。
【０００７】
　これは、特許文献１に記載のように、１枚の上下風向変更羽根を３分割した構成のもの
についても同様である。
【０００８】
　本発明は、従来技術の有するこのような問題点に鑑みてなされたものであり、上下風向
変更羽根の面積を拡大して上下風向及び左右風向の変更性能を十分発揮できる空気調和機
を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するために、本発明の空気調和機は、室内機に、吹出口から吹き出され
る空気の向きを上下に変更する風向変更羽根を設け、風向変更羽根は、空気調和機の運転
時に開いた状態で、空気調和機停止時の風向変更羽根が吹出口の少なくとも一部を覆った
状態における風向変更羽根の前面より前方に突出する幅広部と、空気調和機の運転時に開
いた状態で、空気調和機停止時の風向変更羽根が吹出口を少なくとも一部を覆った状態に
おける風向変更羽根の前面より内側に位置する幅狭部とを備え、幅広部の横幅は幅狭部の
横幅より長くしている。このような構成によれば、空気調和機の運転時に、空気調和機停
止時の風向変更羽根が吹出口の少なくとも一部を覆った状態における風向変更羽根の前面
より前方に風路変更羽根の幅広部が突出し、前面より内側に幅狭部が位置するようにして
いるため、吹出口から吹き出される暖気あるいは冷気の風向変更性能を向上できる。
【００１１】
　また、幅広部の横幅を室内機の本体の横幅に等しく設定するのが好ましい。このような
構成によれば、室内機の見栄えが向上する。
【００１２】
　さらに、幅狭部に、駆動源に連結された駆動軸を備えるようにすることが好ましい。
【発明の効果】
【００１７】
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　本発明によれば、吹出口から吹き出される空気の向きを上下に変更する風向変更羽根が
幅広部と幅狭部とを備え、空気調和機の運転時に、空気調和機停止時の風向変更羽根が吹
出口の少なくとも一部を覆った状態における風向変更羽根の前面より前方に風路変更羽根
の幅広部が突出し、前面より内側に幅狭部が位置するようにしているため、吹出口から吹
き出される空気の風向変更性能を向上できる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明に係る空気調和機を構成する室内機の奥行き方向の縦断面図
【図２】図１の室内機の概略図
【図３】図２の線III-IIIに沿った断面図
【図４】図２の線IV-IVに沿った断面図
【図５】吹出口の両側壁が下流側に向かって拡開している場合の図２の線III-IIIに沿っ
た断面図
【図６】吹出口の両側壁が下流側に向かって拡開している場合の図２の線IV-IVに沿った
断面図
【図７】空気調和機停止時の上下羽根の拡大図
【図８】空気調和機運転時の室内機の概略図
【図９】空気調和機停止時の室内機の概略図
【図１０】図８の線X-Xに沿った断面図
【図１１】図９の線XI-XIに沿った断面図
【図１２】左右羽根の左右変更性能を示すグラフ
【図１３】左右羽根の左右変更性能を示す別のグラフ
【図１４】複数の直線部と複数の円弧形状を組み合わせた左右の側壁の拡大図
【図１５】図１４の側壁を有する室内機の正面図
【図１６】一つの円弧形状で側壁を形成した場合の室内機の正面図
【図１７】一つの直線形状で側壁を形成した場合の室内機の正面図
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。
　一般家庭で使用される空気調和機は、通常冷媒配管で互いに接続された室外機と室内機
とで構成されており、図１は本発明に係る空気調和機の室内機を示している。
【００２３】
　室内機は、本体２と、本体２の前面開口部２ａを開閉自在の可動前面パネル（以下、単
に前面パネルという。）４を有しており、空気調和機停止時は、前面パネル４は本体２に
密着して前面開口部２ａを閉じているのに対し、空気調和機運転時は、前面パネル４は本
体２から離反する方向に移動して前面開口部２ａを開放する。なお、図１は前面パネル４
が前面開口部２ａを閉じた状態を示している。
【００２４】
　また、本体２の内部には、熱交換器６と、前面開口部２ａ及び上面開口部２ｂから取り
入れられた室内空気を熱交換器６で熱交換して室内に吹き出すためのファン８と、熱交換
した空気を室内に吹き出す吹出口１０を開閉するとともに空気の吹き出し方向を上下に変
更する上下風向変更羽根（以下、単に「上下羽根」という。）１２と、空気の吹き出し方
向を左右に変更する左右風向変更羽根（以下、単に「左右羽根」という。）１４とを備え
ており、前面開口部２ａ及び上面開口部２ｂと熱交換器６との間には、前面開口部２ａ及
び上面開口部２ｂから取り入れられた室内空気に含まれる塵埃を除去するためのフィルタ
１６が設けられている。
【００２５】
　上下羽根１２は、吹出口１０を開閉する下羽根１８と、下羽根１８の上方に設けられ下
羽根１８と協働して吹出口１０から吹き出された空気の吹き出し方向を制御する上羽根２
０とで構成されている。また、下羽根１８は駆動軸２２に連結される一方、上羽根２０は
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駆動軸２４に連結され、各駆動軸２２，２４は駆動モータ等の駆動源（図示せず）に連結
されている。
【００２６】
　図１０及び図１１に示されるように、左右羽根１４は、室内機の正面から見て左側に位
置する一組の羽根１４ａと、右側に位置する一組の羽根１４ｂとで構成され、一組の羽根
１４ａあるいは１４ｂは複数枚（例えば、４枚）の羽根で構成されている。また、各組の
羽根１４ａ，１４ｂはそれぞれ別々の駆動源（例えば、駆動モータ）２６に連結され、駆
動源２６により独立して制御される。
【００２７】
　空気調和機が運転を開始すると、上下羽根１２は開制御されて吹出口１０を開放し、フ
ァン８が駆動されることで、室内空気は前面開口部２ａ及び上面開口部２ｂを介して室内
機の内部に取り入れられる。取り入れられた室内空気は熱交換器６で熱交換を行い、ファ
ン８を通過して、ファン８の下流側に形成された通風路２８を通過し吹出口１０より吹き
出される。
【００２８】
　また、吹出口１０からの空気の吹き出し方向は、上下羽根１２及び左右羽根１４により
制御され、上下羽根１２の上下方向の角度及び左右羽根１４の左右方向の角度は、室内機
を制御するリモコン（遠隔操作装置）により制御される。
【００２９】
　さらに、吹出口１０の上流側に位置する通風路２８は、ファン８の下流側に位置する通
風路２８の後部壁であるリアガイダ３０と、ファンの下流側に位置しリアガイダ３０に対
向する通風路２８の前部壁であるスタビライザ３２と、本体２の両側壁３４（図３参照）
とで形成されている。
【００３０】
　なお、上述した用語「スタビライザ」は、ファン８の下流近傍に位置し、ファン８の前
部付近に発生する渦を安定化させるスタビライザと、このスタビライザの下流側に位置し
ファン８により搬送される空気の圧力回復を担うディフューザの前部壁部分に分けること
もできるが、本願明細書では、これらを総称して「スタビライザ」という。
【００３１】
　また、前面パネル４は可動式として説明したが、固定式のものであってもよい。
【００３２】
＜上下羽根１２の形状＞
　ここで、上下羽根１２の形状について詳述する。
　図２は図１に示される室内機の概略図を示しており、図３は図２の線III-IIIに沿った
断面図で、図４は図２の線IV-IVに沿った断面図である。
【００３３】
　図３は、下羽根１８が吹出口１０を開放したときに上羽根２０を室内機の前方から見た
図で、空気調和機停止時には上羽根２０は、前方から見て略Ｔ字状の形状を呈している。
【００３４】
　すなわち、上羽根２０の横幅は一定ではなく、駆動軸２４に連結され本体２の両側壁３
４の間（吹出口１０）に位置する幅狭部２０ａと、空気調和機停止時に幅狭部２０ａの上
方に位置し吹出口１０の上方の本体２を覆う幅広部２０ｂとを備えている。幅狭部２０ａ
の横幅（左右方向の長さ）は、吹出口１０の横幅より僅かに短く設定され、幅広部２０ｂ
の横幅は、吹出口１０の横幅より長く設定されている。
【００３５】
　同様に、下羽根１８の横幅も一定ではなく、駆動軸２２に連結され本体２の両側壁３４
の間（吹出口１０）に位置する幅狭部１８ａと、空気調和機停止時に吹出口１０を覆う幅
広部１８ｂとを備えている。幅狭部１８ａの横幅（左右方向の長さ）は、吹出口１０の横
幅より僅かに短く設定され、幅広部１８ｂの横幅は、吹出口１０の横幅より長く設定され
ている。
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【００３６】
　なお、図１及び図３においては、空気調和機停止時に下羽根１８で吹出口１０のすべて
を覆うように形状設定しているが、必ずしも吹出口１０のすべてを覆う必要はなく、吹出
口１０の一部を覆うように形状設定することもできる。
【００３７】
　ここで、空気調和機停止時に、吹出口１０を下羽根１８で覆い、吹出口１０の上方の本
体２を上羽根２０で覆った状態における下羽根１８及び上羽根２０の前面を「デザイン面
」と定義すると、空気調和機の運転時に上下羽根１２が開いた状態では、デザイン面より
前方に突出する下羽根１８及び上羽根２０の部位（幅広部１８ｂ，２０ｂ）の幅がデザイ
ン面より内側の部位（幅狭部１８ａ，２０ａ）の幅より拡大されていることになる。
【００３８】
　このように設定することで、吹出口１０の内側では、吹き出し風が、上下羽根１２（下
羽根１８と上羽根２０）と左右の側壁３４に挟まれ、上下左右に漏れることなく変更され
て、吹出口１０より吹き出される一方、吹出口１０の外側では、左右に変更された吹き出
し風が吹出口１０の左右の端部よりもさらに左右に吹き出されても、吹出口１０の左右の
側壁３４よりも外側に延長された上下羽根１２により拡散することなく、上下及び左右の
変更方向を維持することができる。
【００３９】
　吹き出し風の上下の変更方向を維持する効果は、上下羽根１２の横幅が長いほど大きい
が、室内機のデザイン等を考慮して、幅広部１８ｂ，２０ｂの横幅は本体２の横幅に略等
しく設定するのが好ましい。
【００４０】
　特に暖房時においては、室内機の内部で暖められた空気は吹出口１０から上方に浮き上
がろうとするが、この動きは上羽根２０により制御され、さらに上羽根２０の横幅を拡大
したことで、暖気の上方への漏れが防止される。
【００４１】
　なお、図３及び図４は、上下羽根１２の駆動軸２２，２４が取り付けられる吹出口１０
の左右の側壁３４が互いに略平行な場合を示しているが、図５及び図６に示されるように
、吹出口１０の左右の側壁３４が下流側に向かって直線的あるいは曲線的に拡開するよう
にディフューザが形成されている場合、側壁３４のディフューザと上下羽根１２の左右の
端部との間の隙間が下流側に向かって広がらないように、下羽根１８の幅狭部１８ａ及び
上羽根２０の幅狭部２０ａの横幅が下流側に向かって徐々に長くなるように形状設定され
る。
【００４２】
　このように形状設定することで、左右羽根１４で左右に変更された吹き出し風が側壁３
４のディフューザに沿って左右に吹き出される際に、上下羽根１２と側壁３４との隙間か
らの上方あるいは下方への漏れが低減し、上下あるいは左右の変更性能を向上させること
ができる。
【００４３】
　また、図１に示されるように、空気調和機の停止時には、下羽根１８と上羽根２０の奥
行き方向の一部が重なり合うように、下羽根１８と上羽根２０の奥行き方向の長さを長く
することで上方及び下方の変更性能を向上させることができる。
【００４４】
　図７は空気調和機停止時の上下羽根１２の拡大図で、図７に示されるように、上羽根２
０の幅狭部２０ａの外面には、下羽根１８の対向部（先端部）の形状と相補形状の凹部２
０ｃが形成されており、空気調和機停止時には、上羽根２０の凹部２０ｃに下羽根１８の
対向部が近接配置されることで、重なり部分に段差がなくなり（デザイン面が面一）、空
気調和機停止時の室内機の外観が向上する。
【００４５】
＜左右羽根１４の形状＞
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　図８は空気調和機運転時の室内機の概略図を示しており、図９は空気調和機停止時の室
内機の概略図を示している。また、図１０は図８の線X-Xに沿った断面図であり、図１１
は図９の線XI-XIに沿った断面図である。
【００４６】
　図８に示されるように、左右羽根１４は、その長手方向の長さがスタビライザ３２の長
さより長く設定されており、リアガイダ３０とスタビライザ３２で挟まれた通風路２８を
通過する吹き出し風はもれなく左右羽根１４により変更される。
【００４７】
　さらに詳述すると、図８の断面において、通風路２８を流れる空気の流れから見て、ス
タビライザ３２の下流側の端縁部をＡ、上流側の端縁部をＡ’とし、下流側端縁部Ａから
上流側端縁部Ａ’までの距離をＬとすると、左右羽根１４が正面を向いたときにその先端
部Ｂを通りスタビライザ３２に平行な線に沿った左右羽根１４の長さ（以下、単に「左右
羽根１４の長さ」という。）はリアガイダ３０の長さＬより長く設定されており、図８及
び図１０に示されるように、左右羽根１４の先端部Ｂはデザイン面より前方に突出してい
る。
【００４８】
　すなわち、図１あるいは図８に示されるように、上羽根２０の揺動支点（駆動軸２４）
側の端縁部はスタビライザ３２の下流側端縁部Ａに近接配置され、下羽根１８の揺動支点
（駆動軸２２）側の端縁部はリアガイダ３０の下流側端縁部Ｃに近接配置されており、２
枚の上下羽根１２（上羽根２０と下羽根１８）が開いたときに、その上流側の端縁部に左
右羽根１４の下流側の端部を近接させた状態で挟み込むことにより、リアガイダ３０とス
タビライザ３２で挟まれた通風路２８を通過する吹き出し風をもれなく２枚の上下羽根１
２の間を通過させることができ、吹き出し風の左右変更状態を維持したまま、下向きに変
更させることができる。
【００４９】
　図１２及び図１３は左右羽根１４の左右変更性能を示しており、左右羽根１４の変更角
度に対する吹き出し風の左右変更角度の割合を表したものである。
【００５０】
　図１２のグラフに示されるように、左右羽根１４の長さがＬ／３、Ｌ／２のとき、左右
変更性能はそれぞれ３０％、５０％で、左右羽根１４の長さがＬのとき、左右変更性能は
９０％となっており、左右羽根１４の長さをリアガイダ３０の長さＬより長く設定するの
が好ましいことが分かる。なお、図１２のグラフに示したＬ’は、スタビライザ３２の上
流側端縁部Ａ’より上流側に延びる左右羽根１４の長さを示しており（図８参照）、図１
２のグラフは、スタビライザ３２の上流側端縁部Ａ’より上流側に左右羽根１４を延ばし
ても、左右変更性能はあまり向上しないことを示している。
【００５１】
　また、図８の断面において、通風路２８を流れる空気の流れから見て、リアガイダ３０
の下流側の端縁部をＣとして、図１３のグラフの横軸は、左右羽根１４が正面を向いたと
きに、ＡとＣを通る直線と、Ａ’を通りＡとＣを通る直線に平行な直線に囲まれた左右羽
根１４の羽根面に沿った通風路２８の面積に対する左右羽根１４の面積の割合（以下、単
に「左右羽根１４の面積率」という。）を示しており、左右羽根１４の面積率が２０％、
３０％のとき、左右変更性能はそれぞれ３０％、５０％で、左右羽根１４の面積率が７０
％のとき、左右変更性能は９０％となっており、左右羽根１４の面積率を７０％より大き
く設定するのが好ましいことが分かる。
【００５２】
　本実施の形態においては、左右羽根１４の形状を決定するに際し、左右羽根１４の奥行
き方向の長さをできるだけ長くし、周囲の部材（リアガイダ３０、スタビライザ３２等）
と干渉しないだけの最小クリアランスを確保することで、左右羽根１４の面積率を７０％
より大きく設定している。
【００５３】
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　なお、左右羽根１４は、正面を向いたときにその先端部Ｂがデザイン面より前方に突出
することから、空気調和機の運転停止時、このままの状態で上下羽根１２を閉じると、上
下羽根１２は左右羽根１４と干渉する。
【００５４】
　そこで、本発明においては、空気調和機の運転停止時には、図１１に示されるように、
左右羽根１４のうち、左側の一組の羽根１４ａを左側に傾斜させると同時に、右側の一組
の羽根１４ｂを右側に傾斜させた後（二組の羽根１４ａ，１４ｂの先端部が開くように傾
斜させた後）、吹出口１０を上下羽根１２で閉じるように制御することで、上下羽根１２
と左右羽根１４の干渉を回避している。
【００５５】
　すなわち、空気調和機の運転時は、上下羽根１２が開いた状態で、通風路２８内の流れ
方向に長い左右羽根１４は、上下羽根１２と干渉することなく吹き出し風の左右変更を自
由に行うことができるばかりでなく、左右の風向変更性能を向上させることができ、空気
調和機の停止時には、左右羽根１４を傾斜させた後、吹出口１０を上下羽根１２で閉じる
ように制御することで、左右羽根１４を本体２内に収納することができる。
【００５６】
　なお、上記実施の形態においては、空気調和機の停止時に、左側の一組の羽根１４ａを
左側に傾斜させ、右側の一組の羽根１４ｂを右側に傾斜させるようにしたが、二組の羽根
１４ａ，１４ｂを同じ方向に傾斜させるようにしてもよい。
【００５７】
　また、左右羽根１４を、独立して制御される二組の羽根１４ａ，１４ｂに代えて、同時
に制御される複数の羽根で構成することもできる。
【００５８】
＜吹出口１０の側壁形状＞
　ここでいう「吹出口１０の側壁形状」とは、下羽根１８を最も下向きにした状態におけ
る下羽根１８の面に沿った断面（デザイン面に略垂直な断面）で、吹出口１０の左右の側
壁３４を正面から見た場合の形状のことで、略図２の線IV-IVに沿った断面における左右
の側壁３４の形状のことを意味しており、前記断面に平行な断面は同じ形状を呈している
。
【００５９】
　左右の側壁３４は、通風路２８内において、吹出口１０に向かって外側方向に広がる断
面形状を有し、その断面形状は、図１４に示されるように、吹出口１０に向かって複数の
直線部３６，４０と複数の円弧形状３８，４２を組み合わせたものとなっている。
【００６０】
　図１４を参照しながらさらに詳述すると、左右の側壁３４の各々は、ファン８の直ぐ下
流側に形成されファン８の回転中心軸に略直交する直線部３６と、外側に広がるように直
線部３６の下流側に形成され直線部３６とつながる円弧部３８と、外側に広がるように円
弧部３８の下流側に形成され円弧部３８とつながる直線部４０と、外側に広がるように直
線部４０の下流側に形成され直線部４０とつながる円弧部４２とを有し、円弧部４２は、
本体２の前面下部の直線部４６とつながっている。
【００６１】
　図１６に示されるように、略平面形状の左右羽根１４と対向する側壁３４を一つの円弧
形状とした場合、側壁３４と最外側の左右羽根１４との間の通風路２８ａに局部的な狭窄
部４４が生じ、通風路２８ａの幅が、上流側から狭窄部４４に向かって徐々に狭くなり、
さらに狭窄部４４から下流側に向かって徐々に広くなることから、通風抵抗が大きくなる
。
【００６２】
　これに対し、図１４及び図１５の形状は、ファン８から吹き出された風が左右に傾斜し
た左右羽根１４と側壁３４の直線部４０の間の閉鎖空間を通過する際、左右羽根１４と側
壁３４との間の通風路２８ａが局部的に狭まることがないため、左右羽根１４と側壁３４
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との間で左右に変更された吹き出し風の通風抵抗を低減することができる。
【００６３】
　さらに、図１７に示されるように、左右羽根１４と対向する側壁３４を一つの直線形状
とした場合、吹出口１０から開放空間に吹き出し風が吹き出される際、吹出口１０から吹
き出された風は壁面から剥離することになり、物体に沿って流れの向きが変わる、所謂「
コアンダ効果」は期待できない。
【００６４】
　これに対し、図１４及び図１５の形状の場合、直線部４０の下流側の吹出口１０から開
放空間に吹き出し風が吹き出される際、側壁３４から本体２の前面の左右端部に至るまで
吹き出し風が壁面から剥離することなく左右真横に吹き出されるため、左右の壁際方向に
沿った気流を生成することができ、コアンダ効果を高めることができる。
【００６５】
　したがって、左右の側壁３４を流れる吹き出し風は、通風路２８ａ内でその流れが弱ま
ることがなく、さらに、吹出口１０から吹き出された後も、その流れの強さを維持したま
ま左右により大きく変更されて吹き出すことになる。
【００６６】
　また、図１４に示されるように、直線部４０の上流側に外側に広がる円弧部３８を設け
ることで、ファン８から前方に吹き出された風が外側に広がる側壁３４の直線部４０に沿
う方向へ誘導され、左右羽根１４と側壁３４の直線部４０との間への流れがよりスムーズ
になるばかりでなく、下流側の円弧部４２の終端が本体２前面の直線部４６と略接するよ
うに形状設定することで、吹き出し風の流れが本体２前面により沿って流れるようになる
。
【００６７】
　なお、ここでいう「略接する」とは、円弧部４２の曲率中心から直線部４６までの距離
が、円弧部４２の曲率半径に等しいか、あるいは、円弧部４２の曲率半径より僅かに小さ
いことを意味している。
【００６８】
　さらに、吹出口１０から開放空間に吹き出される流れは、側壁３４から剥離しやすいが
、下流側の円弧部４２の曲率半径（例えば、Ｒ４５）を上流側の円弧部３８の曲率半径（
例えば、Ｒ１０）よりも大きく設定すると、コアンダ効果が向上し、吹出口１０から開放
空間に吹き出される流れは、側壁３４から剥離しにくくなる。
【００６９】
　加えて、左右羽根１４を最も傾斜させた場合、左右羽根１４と直線部４０の間の通風路
２８ａは下流側に向かって多少狭まるように形状設定されており、下流側に向かって狭ま
ることで増速した吹き出し風の流れがコアンダ効果により円弧部４２と直線部４６に付着
し、さらに本体２前面に沿って流れることになる。
【産業上の利用可能性】
【００７０】
　本発明に係る空気調和機は、上下風向変更羽根の面積を拡大して上下風向及び左右風向
の変更性能を十分発揮できるばかりでなく、吹出口の上方に上羽根を設け、吹出口から吹
き出される暖気を上羽根で下方に押さえ込むとともに、上羽根の左右の端部からの暖気の
上方への漏れを防止することで、変更性能が向上するので、一般家庭で使用される空気調
和機を含む様々な空気調和機として有用である。
【符号の説明】
【００７１】
２　室内機本体、　２ａ　前面開口部、　２ｂ　上面開口部、　４　前面パネル、　
６　室内熱交換器、　８　室内ファン、　１０　吹出口、　１２　上下風向変更羽根、
１４　左右風向変更羽根、　１４ａ　左側の羽根、　１４ｂ　右側の羽根、　
１６　フィルタ、　１８　下羽根、　１８ａ　幅狭部、　１８ｂ　幅広部、　
２０　上羽根、　２０ａ　幅狭部、　２０ｂ　幅広部、　２０ｃ　凹部、　
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２２　駆動軸、　２４　駆動軸、　２６　駆動源、　２８，２８ａ　通風路、　
３０　リアガイダ、　３２　スタビライザ、　３４　側壁、　３６　直線部、　
３８　円弧部、　４０　直線部、　４２　円弧部、　４４　狭窄部、　４６　直線部。

【図１】 【図２】

【図３】
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